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ワラサ大漁！
ここ東紀州地域では、大型定置網漁業が盛んです。この大型定置網は通称「ブリ定置」と呼ばれ、冬場のブリを漁獲対象として張り込まれます。この地域では、台風が良く発生する夏～初秋は定置網を張り込まず、10月頃から翌年の６月頃まで網を海に設置します。
今回は、平成17年１月27日に普及だよりで紹介した梶賀大敷が、10月上旬から網の張り込みを行ったところ、網の張り込み当初からワラサ（ブリの若魚：６ｋｇ以下、大きさにすると概ね50～60cm程度）が4,200本入網するなど、漁獲が好調という情報を得ましたので、その様子を報告いたします。
[image: image1]
尾鷲漁協の黒板
　ここには、漁場から連絡があり、これから尾鷲漁協の市場に水揚げされる主な漁獲物が記入されます。
　黒板によると、梶賀大敷にワラサが400本入網したようです。
[image: image2.jpg]



かんこの中を泳ぐワラサ
　船で漁場からワラサが生きたまま輸送されてきました。
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市場へ水揚げ
　船のかんこ（漁倉）の中から次々とワラサが水揚げされていきます。手際よく慣れた手つきで素早く流れ作業で陸揚げされます。
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水揚げされたワラサ
　どうですか、この見事な魚体。小さいながらも、そこはブリ。味はなかなかのものです。これからのブリは、旬を迎えることで脂ものってさらにおいしくなりますよ。
　魚売り場で見つけた時は、ぜひ購入してみてください。
昨年度漁期は、ブリの入網が少なく、大型定置網の漁師さんは非常に大変な年でした。しかし、今年度はワラサの入網があることで、漁師さん達も今年はブリ入網に非常に期待を持たれています。我々普及指導員も、良い漁期になることを期待しています！
